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エマルション中の気泡の運動について

研究背景・意義

研究目的

エマルション中で気泡が落下するときの速さを比較する。
　①油の割合（25％・50％・75％）による違い
　②粒の大きさ
　③容器の条件(側面をエマルションで覆う／覆わない)
この３つの違いに注目し、液体中の粒子運動の特徴を調べ
る。
仮説

エマルション中の油の割合が高いほど粘性が高くなり、流速
は遅くなると考えられる。

研究手法

＜必要なもの＞
・水 　　　・ペットボトル    ・試験管
・油 　　　・ものさし　　　・ストップウォッチ 
・洗剤 　　・スポイト　　　・スマートフォン
＜手順＞
① 水、油をペットボトルに入れ、体積分率が25％、50％、
 　 75%のエマルションを作る。
②器具を図２のように配置したあと、エマルションを1.5ml
　取り、次の２つの場合に分けて
 　試験管内の側面に流し、その様子をスマートフォンで
　スロ ー撮影する。
　(1)試験管内の側面をエマルションで覆う
　(2)試験管内の側面をエマルションで覆わない　（図３）

研究結果

考察

・50％(１)から、気泡の体積が小さいほど早く流れたの
　は、気泡とエマルションの接触する面積が小さくな
　り、エマルションの粘性によって気泡が受ける抵抗力
　が減ったからではないか
・75％の(１)より(２)のほうが速く流れたのは、(1)では
　側面を覆っていたエマルションの粘性が気泡にはたら
　いたからではないか
・75％(１)の結果は早くに終端速度となったことが原
　因ではないか
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エマルション中の気泡は試験管をエマルションで覆った
ほうが遅く流れる。
気泡の大きさ・エマルションの体積分率が大きくなるほ
どエマルションの粘性による抵抗力も大きくなる。

③撮影した動画を見て、エマルションの液体としての流速と
　一緒に流れた気泡の流速を計測する
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　体積分率50％の(2)→気泡は見られなかった。
　25％の場合の(1)(2)→気泡は見られなかった。

◯エマルションの液体としての流速
 　75％：15.4cm/s　50％：34.5cm/s 　25％：62.5cm/s
※流れている様子が見にくかったため、(2)のときだけ計測した

◯体積分率別に(1)(2)の条件での気泡の速さを以下に示す。
大…1.0mmより大きい、中…0.7〜1.0mm、
小…0.7mm未満　と定義

現在、エマルションは医療や食品などで使われており、その
安定性や粒の大きさは効果に大きく関わる。一方で、医療の
場では空気塞栓(図1)などにつながるリスクもある。

エマルション中の気泡の運動について
知ることで薬剤エマルションの安定性や
吸収性の理解に役立つとともに、
気泡混入による危険への理解にもつながる。

※エマルションとは本来混ざり合わない液体同士を混ぜ合わ
せた状態、またはその混合物のこと。

図４　気泡の大きさと速さの関係
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